
１２月の目標 
生活 寒さに負けず元気に生活しよう 

保健 感染症の予防をしよう 

給食 きれいに手をあらおう 
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「ＳＤＧｓへのチャレンジ」 

副校長 鈴木 広宣 
11月 19日・20日の展覧会・学校公開には多数の保

護者の皆様にご来校いただき、誠に有難うございまし

た。児童の思いが込められた作品や学習に取り組む様

子をご覧になっていただくことができ、大変嬉しく思

います。また、感染拡大防止のためにゆずり合ってご

参観いただいたことに感謝申し上げます。 

さて、ＣОＰ26(国連気候変動枠組み条約第 26回締

約国会議）が 11月上旬に開かれました。合意文書に

は、約 250年前頃の産業革命前と比べて「世界の気温

上昇を 1.5℃以下に抑える努力を追求することを決意

する」という目標が明記されました。この目標の実現

は難しいと指摘する専門家もいるそうですが、地球温

暖化の被害を低減するためには何としても実現しなけ

ればならないと考えます。 

小学生の頃の私の記憶です。「電気のつけっぱなし

はいけないよ」「紙を大切にね」など、物を大切にす

るよう、親によく言われていたことを思い出します。

今でも誰もいない部屋に明かりが点いていると消して

回っている自分を振り返ると、子供の頃の学びや体験

が大切であると実感します。 

本校では、昨年度より「ＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）」について考える学習に取り組み始めました。

ＳＤＧｓは、2015年、国連加盟 193か国が 2030年ま

でに達成するために掲げた 17種類の開発目標です。

現在、世界では、気候や自然環境、貧国・飢餓、健

康・福祉、教育等、多くの課題を抱えています。 

昨年度は、「１２．つくる責任 つかう責任」につ

いて考えてみました。食べずに捨てられてしまう「食

品ロス」があることを知った児童はとても驚き、解決

方法を真剣に考えました。学習後には、これからは食

事や買い物の仕方を見直したい、と児童一人一人が自

分自身の具体的な目標をもつことができました。 

本年度は、個々に関心をもった開発目標を選び、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

３日～10 日 人権啓発作品展(校内、大田区) 

３日～ 9 日 生命尊重週間 

 

 

 

１ 日  

２ 月 振替休業日  

３ 火 東蒲中読み聞かせ (１・２年 )  ＳＣ 

４ 水       

５ 木 
体育朝会 保護者会(１～３年４時間、４～

６年５時間)  

６ 金 社会科見学(６年) 

７ 土 (東蒲中 学校公開 新入生保護者説明会) 

８ 日  

９ 月 全校朝会 委員会活動    

10 火 補 習 (３ ・ ５ 年 )       Ｓ Ｃ 

11 水 
たてわり班活動 ４時間授業 

研究授業(3－1)  

12 木 
児童集会 木簡五重奏鑑賞(全学年) 
補習(４・６年) 

13 金  

14 土 小学生駅伝大会(東蒲小出場午前の部) 

15 日    

16 月 全校朝会 クラブ活動 

17 火 補 習 (３ ・ ５ 年 )        Ｓ Ｃ 

18 水 ＳＣ 

19 木 音楽朝会 補習(４・６年) 

20 金  

21 土  

22 日  

23 月 ５時間授業 

24 火 給食終 ４時間授業 下校 13:00 

25 水 終業式 土曜時程 ４時間授業 下校 12:05 

12 月 28 日（土）～１月 3 日（金）は、閉庁日です。 

1 月 

8 水 始業式  安全指導 ４時間授業 下校 12:05 

9 木 給食始 書初め会 ５時間授業 

10 金 ＳＣ 

「 明日は 」 
副校長 滝澤 智 

 11月下旬から急に寒さが増し、冬本番となってき
ました。今年は暖冬との長期予報が出ていますが、
スーパーエルニーニョ現象が出ているため、寒暖の
差が激しいとも予想されています。インフルエンザ
などにかからないように注意して春を迎えたいもの
です。 
 「冬は体力を高める時だ」と私が所属していたサ
ッカー部は長距離の走り込みをしていました。今年
は 11月上旬まで気温は高い日が続きました。しか
し、寒さを感じる今ならどれだけ動いても熱中症の
心配はありません。体を鍛えるため、激しい運動を
するチャンスです。 
 学校では、体力を高める取組として、次のことを
始めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ①②とも、自分で走る距離(何週走るか)・時間を
決めて走るようにしています。また、マラソンカー
ドを配布し、自分の頑張りを記録できるようにしま
した。そして、各クラスの体育の時間でも「持久
走」を行い、上手な走り方を学年に応じ学んでいき
ます。 
 一般的に中長距離を走るときのコツとして、【一定
の速さ・リズムで走る】こと。そのために、呼吸の
仕方・腕の振り方・歩幅がポイントといわれていま
す。自分に適した方法を見つけられるといいです
ね。 
 大事なのは、なんとなく走るのではなく、「明日は
もっと、記録を伸ばそう。」「どうすれば、記録をの
ばせるかな。」という主体的に取り組むことです。 
もう師走です。 
12/26(火)～1/8(月)の 12 日間の冬休みを経て 3学期

になります。リズムのある生活を心がけ、「1年の計は
元旦にあり」というように、1月 1日の「朝」に児童
一人一人が、更なる向上をめざした目標を立ててほし
いと思います。 
来年 2024年・令和 6年は「辰・（龍）」年です。

「辰」は『大きく成長し、形がととのうこと』を表す
といわれています。 
今年行った学習や行事で培った「向上し続ける力」

で成長してほしいと思います。 
 

１２月の学校行事 
ＳＣ…スクールカウンセラー来校日 

「 健康をつくる 」 
副校長 滝澤 智 

学芸会 参観ありがとうございました。 

 多くの児童は練習を始めた頃は声が小さく、動作も
目立ちませんでした。しかし、諦めず、投げ出さず、
練習に励み、日に日に役になり切ろうとする意識が大
きくなり、本番には気持ちのこもった演技ができまし
た。ご家庭での励ましをありがとうございました。 

 最近、「ウェルビーイング」という言葉をよく聞き
ます。ウェルビーイングとは、よい（well）+状態
（being）という言葉からなり、個人の心身と社会
が共によい状態であることを意味します。 

この言葉は、1946 年のＷＨＯ（世界保健機関）設
立の際に初めて登場し、健康とは何かを定義付けし
たなかで、「満たされた状態」という意味で使われ
ています。「健康とは、病気ではないとか、弱って
いないということではなく、肉体的にも、精神的に
も、社会的にも、すべてが満たされた状態にあるこ
と」とし、2021年には「Well-being（幸福）とは、
個人や社会が経験するポジティブな状態のことであ
る。」と意義付けました。そして、ＳＤＧｓの指標
にもなり世界中で目指す一つになりました。 
学芸会ではこの「ウェルビーイング」な状態であっ

た児童が多数いたのではないでしょうか。 

「悪者も仲間たちもみんな良かった」という児童の
感想がありました。自分の役割に精一杯向き合い、取
り組んだ結果が、自分の心だけではなく、他者の心に
も感動を与えられたのだと思います。 

学校では、学芸会の取組と並行し、持久走や大田区
小学生駅伝大会の練習を行い、体力向上に取り組んで
います。ここ最近の朝の「自主練タイム」では 50 人
を超える児童が走っています。 

冬は一般的に基礎代謝が夏より高くなり、運動の効
果が出やすい季節のようです。冬に筋肉を増やすとエ
ネルギーを消費しやすく基礎代謝が高い体づくりにつ
ながります。 

学芸会で高めた強い心と持久走で高めた体力で新た
な年に向け、１年のまとめをしていきます。ご家庭で
も一層のご協力をお願いいたします。 

 

＜学芸会のアンケート＞ 

学芸会のアンケートを「学びポケット」で配信

します。保護者の皆様のご意見をお寄せください。 

また、「学びポケット」の配信が見られないなど、

お困りの場合は、副校長までご連絡ください。 



 

 

小学生駅伝大会に向けて            駅伝担当  

12月 14日（土）に第 13回大田区小学生駅伝大会が行われます。男子は一人 850ｍ、女子は一人 650

ｍのコースを走り、５、６年の男女各 3名ずつ、計 12人でたすきをつなぎます。大会に向けて本校で

は、11月５日から希望者だけで放課後練習を始め、今は出場選手のみで練習を行っています。大会に

出場できるのは５、６年生だけですが、今年度は４年生も交えて練習しました。７名もの４年生が立

候補し、高学年の児童と一緒に同じメニューで練習に取り組みました。高学年のスピードに追いつく

のはとても大変だったと思いますが、自ら練習に参加する姿はとても立派でした。この経験を来年度

に生かしてくれることを期待しています。５、６年生も多くの立候補があり、高学年の駅伝大会への

思いがよく伝わってきました。代表に選ばれた選手は、共に練習した仲間の分まで走り抜き、参加し

てよかった！走り終えて気持ちいい！と、達成感や高揚感あふれる大会にしてほしいと思います。当

日応援に来られる保護者の皆さま、どうぞ暖かいご声援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

避難訓練               避難訓練担当  

 学校では、毎年 11 回の避難訓練を行っています。８月以外は毎月１回ずつ、消防署や区役所のご指

導の下、煙体験や起震車体験も行います。その一つ一つが「まさか」と「もしも」のときのために安

全で確実に行動できるための訓練です。今年度、東蒲小学校では避難訓練で新たな取組をしています。

それは「予告なし」の避難訓練です。「予告なし」の避難訓練では、いつ災害が起きても「自分の判断」

で行動できるよう、訓練を行っています。「予告なし」の訓練が始まった当初は動きがぎこちなかった児

童も多くいましたが、今では放送や教員の指示を聞き、素早く避難ができるようになりました。 

ご家庭でも自分の家で地震・災害が行った際、どのように行動するのか、話してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

人権啓発作品展        人権教育担当 

 人権教育と一言で言われても、どんなことなのか、何をしているのか、想像するのは難しいかも

しれません。私たちの身の回りには、様々な人権課題があります。性暴力、男女差別、外国人差

別、拉致問題、こどもの人権など、現代を生きるこどもたちに知っていてほしい、考えてほしい人

権課題を、道徳の時間、学級活動や総合的な学習の時間等で取り上げ、指導しています。 

人権課題について考えるきっかけとして、様々な作品作りにも取り組んできました。12月３日

（火）～９日（月）の人権週間に生命尊重週間と併せ、「人権啓発作品展」として、人権に関する作

品の展示を行います。各学年の発達段階に応じて製作した作品を、各学級教室前の廊下に掲示しま

す。１・２年は詩の視写、３・４年は習字、５年はポスター、６年は標語の作成をしました。 

また、４・５・６年の代表児童の作品が、12月３日（火）～10日（火）に、池上会館１階 展示

ホールにて掲示されます。どの作品からも、児童が伝えたい人権課題が描かれています。是非この

機会に参観していただき、ご家庭でも、考えたことや思ったことなどをお子さんと話してみてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


